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研究成果の概要（和文）： 
 
 情報化・グローバル化が進展する中、国際社会において今後も我が国がトップを走り続
けるためには、統計基礎教育の知識を十分に備えた人材の育成が欠かせない。このような
目的意識のもと、これからの日本における統計教育のあり方を模索するとともに、ICT を
活用し、生きたデータを用いた統計教育を行っていくために必要な学習支援（データアー
カイブ、教材、ソフトウェア、授業ワークシートなど）について検討し、その環境づくり
を行った。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 
 Amid the advancement of informatization and globalization, human resources with the 
qualified skills of statistics is absolutely imperative for Japan to be seated on the leading 
edge of the international community. 
 For this reason, we seek the role of future statistical education in Japan. Coming 
statistical education inevitably utilize actual data and leverage ICT equipments.  To 
support environment for that purpose, we considered and built an environment of learning 
support of the prospective statistical education. 
 
交付決定額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2007 年度 1,400,000 420,000 1,820,000 

2008 年度 1,200,000 360,000 1,560,000 

2009 年度 800,000 240,000 1,040,000 

年度  

  年度  

総 計 3,400,000 1,020,000 4,420,000 

 
研究分野：計量経済学 

科研費の分科・細目：情報学・統計科学（1010） 
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授業ワークシート、解説テキスト



１．研究開始当初の背景 
 本研究課題の申請時における背景・動機に
ついて、述べる。 
 当時、小中学校の教育は 1998 年に告示、
2002 年度から実施された学習指導要領に基
づき行われていた。また、高等教育は、それ
ぞれその 1年後に告示・実施された学習指導
要領に拠っていた。これらの指導要領の目指
すところは、教育内容を厳選し、そこから生
まれたゆとりを、自ら学び自ら考える力をは
じめとする「生きる力」育成にあてることに
あった。 
 しかしながら、教科の学習内容がいずれの
科目についても大幅に削減されたことに対
する危惧も一部にはあった。2003 年以降公開
された複数の学習到達度に関する国際比較
調査で、日本の小中学生がそれまでより順位
を落としたことから、この危惧は広く知られ
るところとなり、新たな方向を模索すべきと
の声が高まっていた。 
 統計教育に目を転じると、算数あるいは数
学で学ぶ統計学に関わる学習内容は、小中高
校ともで他の項目に比しても大きな度合い
で削減された。このことは、高度情報化ある
いはグローバル化の進展、先進国のみならず
追随著しい（とりわけアジア圏の）新興国に
おいて統計教育重視の人的資本投資が活発
化していることを考え合わせると、今後大き
な問題を生じる可能性を示唆していた。国際
社会において我が国がトップを走り続ける
ためには、統計基礎教育の知識を十分に備え
た人材の育成が欠かせないと考えられるこ
とから、早急な対策が必要と思われた。 
 
２．研究の目的 
（1）本研究課題の申請時における研究目的
について述べる。 
 上記の状況、問題意識を踏まえ、2007 年
度は、統計リテラシーと統計的思考力を身に
つけるための統計基礎教育について、我が国
の教育システムに合った初等・中等数学教育
における質の高いカリキュラムを検討・提案
し、教育内容の改善に寄与することを目的と
した。 
（2）2008 年 3 月に小中学校の新学習指導要
領が公示された。統計教育については現行の
内容を大きく充実させるという新しい方向
が示されたことから、2008 年度以降の研究
目的は、カリキュラムの内容の検討から、統
計をどのように学ぶか、すなわち、カリキュ
ラム内容をいかに教育するか、そのために必
要な仕組み作りへと変更を行った。 
 
３．研究の方法 
（1）2007 年度は、我が国の統計基礎教育の
モデルとなるカリキュラムを見出すため、統
計教育において先進的な諸外国の初等・中等

の統計基礎教育カリキュラムについて、下記
の 2 つの観点から、調査研究を行った。 
① 諸外国の初等・中等数学教育における 

統計教育カリキュラムの調査・比較研究 
② 諸外国の初等・中等の理科教育と社会 

科教育における統計の応用事例の調査・比 
較研究 
（2）新学習指導要領の方向が決まったこと
を受け、これからの日本における統計教育の
あり方を模索した。データに基づく統計的な
問題解決能力を身につけていくためにどの
ような教育が必要かを検討するため、先駆的
な国々の取り組み、教材や実践例を調査、情
報収集し、それを紹介するとともに、日本で
の適用の可能性について探った。 
（3）（2）でのべた統計教育を実現していく
ためには、統計を学ぶための新たな仕組み作
りが必要である。ICT を活用し、生きたデー
タを用いて統計を学んでいくための環境を
準備するため、次の点についての検討を進め
た。 
①身近に感じられ、学習者が興味を持てる 

データの収集・提供、アーカイブの構築  
②データにもとづき、考える力を養い、グ 

ループ学習の場で互いに意見を交わせる 
ことのできる教材の準備 
③ICTを活用し生きたデータを用いて統計

を学んでいくための環境整備、支援ソフトウ
ェアの提供 
④上記に基づく授業ワークシートの準備、

モデル授業の構築 
 
４．研究成果 
（1）2007 年度には、日本における望ましい
統計教育カリキュラム模索のため、諸外国の
初等・中等数学教育における統計教育カリキ
ュラムの比較研究を行った。 

①オーストラリアでの現地調査（教員への
ヒヤリング、教材の収集）により情報収集を
行った。 

②統計教育を積極的に進めている国々の 
カリキュラム内容の比較・検討を行った。 
（2）指導要領の方向が決まったことを受け、
これからの日本における統計教育のあり方
を模索するため、すでに新しい時代に応じた
統計教育に関し先駆的な方向を示している
諸外国、アメリカ、イギリス、ニュージーラ
ンド等の、web ページやデータアーカイブ等
の教材やそれを用いた実践例の内容を調
査・分析した。その内容が有益で、広く情報
を共有することが望まれると思われるもの
については紹介に努めた。 
①関連学会あるいは研究者/大学教員がど

のように初等・中等教育に関与していくかに
ついて先駆的な方向を示した、アメリカ統計
学会が進める  GAISE  (the Guide-lines 
for Assessment and Instruction in 



Statistical Education) プロジェクト、とり
わけ高校生以下の教育を考える preK-12 グ
ループの活動およびそのリポート 

②The Office for National Statistics（英国
国家統計局）作成の、�生徒のための統計学
習支援、先生のための教材支援サイト 

Stats4School(http://www.stats4schools. 
gov.uk/) 
③ IASE(国際統計教育学会)作成の、先生

のための統計学習・教材支援サイト 
(http://www.stat.auckland.ac.nz/~iase/isl

p/K-12) 
（3）ICT を用いデータに基づいた統計教育
を実現していくためには、さまざまな学習支
援（データアーカイブ、教材、ソフトウェア、
授業ワークシート等）の準備、あるいは、そ
れらに基づくモデル授業の構築が欠かせな
い。これらの、時代のニーズに応じた統計の
学びを支援するための仕組み作り、環境整備
を行った。 
 なお、すでに 2009 年度から初等教育にお
いて算数・数学における新学習指導要領の前
倒し実施が行われており、これらの学習支援
提供は急務である。このニーズに応えるべく、
本研究以外にもデータセットや授業ワーク
シート等をダウンロードできる教材サイト
の準備、構築が進められている。これらの動
きの情報収集に努め、また情報交換や相互協
力により、統計教育における学習支援環境が
より充実することをめざした。 

①「データで学ぶ！統計活用授業のための
教材サイト」（http://stat.sci.kagoshima-u.ac. 
jp/~data/）は、多くの統計学研究者が所属す
る複数の統計関連学会が連合して統計教育
の推進に役立てるために開設したサイトで
ある。身近なトピックについてのデータセッ
ト、それを用いた授業ワークシート等の教材、
さらには PC を利用した授業のための表計算
ソフトの操作方法や解説テキストを擁して
いる。本研究も、これらのコンテンツ充実に
協力し、このサイトの紹介に努めた。 

 
②主に英連邦の国々が参加する CensusAt 

School は、児童・生徒による参加型の、デー
タアーカイブ作成機能を持ったシステムで
ある。生徒が回答することでデータがいかに
作られるかを学べるだけでなく、得られた身
近なデータを利用したり、他国の回答者のデ

ータと比較したりすることができる。また、
統計を生きた形で学んでいくための仕組み
（教材）も豊富に準備されている。このシス
テムに日本の児童・生徒も参加していく方向
について 2009 年には道筋がつき、日本版
Census At School が開設された（http:// 
census.ism. ac.jp/cas/index.html）。本研究で
は、既に作成されている他国の教材を翻訳し、
それを参考に日本型教材を模索する作業に
協力した。日本版システムの紹介にも努め、
たとえば小中学生を対象とするセミナーを
行い、実際に日本版 Census At School を利
用してもらい、データ分析に親しんでもらう
機会を設けた。 

 

③データを活用した統計教育では、コンピ
ュータの利用は欠かせず、ソフトウェアの利
用が不可欠である。従来、市販の表計算ソフ
トを用いて統計教育を行う試み、あるいは独
自のソフトウェア環境を準備し統計教材と
する試みがなされてきたが、前者では費用の
問題が生じ、後者では汎用性に欠ける。そこ
で、本研究では、オープンソースでフリーの
ソフトウェアであるデータ解析環境「R」を
利用することを考えた。費用の問題が生じな
い、開発のスピードが速く日本のみならず諸
外国で開発された成果をも利用していくこ
とができる、近年 R の利用者は世界中で急増
していることから、グローバル化が進む中、
汎用性、将来性のある環境であるといった利
点がある。 
 R に組み込まれた教育開発用機能を利用す
れば、さまざま教育用パッケージを開発し配
布することができる。この機能を活かし、本
研究では、R の GUI 環境 R コマンダーで動
き、小学校から高校までの授業で広く使うこ
とのできる、日本の環境に即した独自の教育
用プラグイン RcmdrPlugin.DAToolsforKids
を開発した。このプラグインは、その利用法
や R に関するさまざまな情報とともに web
ページで公開している。よって、R 本体、そ
れに付加するパッケージである R コマンダ
ーおよび今回開発したプラグインはいずれ
も無料で入手（ダウンロード）でき、PC 上
にも簡単に設置できる。操作も簡単である。
（RcmdrPlugin.DAToolsforKids のメニュー  
画面を下に示す。） 
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